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抗 Hepatitis C Virus (HCV) NS5a タンパク質モノクローン抗体 (8926) FITC 標識

IgG    

65-064    50 μg                        

    

Hepatitis C virus (HCV) は小さなサイズ(直径 55-65 nm)のエンベロープを持つ球状粒子であり、フラ

ビウィルス科に属する RNAウィルスである ゲノムとして 9.4kbのプラス一本鎖 RNAを持ち、非 A型非

B型肝炎の大部分がこのウィルスによるものである。 ゲノム上には 3,010アミノ酸残基から成る巨大な前

駆体タンパク質をコードする長い open reading frameが存在する(1, 2, 3)。 前駆体タンパク質は宿主およ

びウィルス由来のタンパク質分解酵素によって切断され、4つの構造タンパク質（core, envelope1, 2 と p7)

と、ウィルスの複製に必要な 6つの非構造タンパク質 (NS2, 3, 4a, 4b, 5a, と 5b) が生成される。NS5a 

タンパク質の主な役割についてはわかっていないが、他のウィルスとの比較研究より RNA replication に

重要であると思われる。 

本製品は IgG画分を FITCラベル（[FITC]/[IgG] = 4.8）したものである。 

 

用途  

1. ウエスタンブロッティン   2. 免疫蛍光染色      3. FACS 

 

抗原: HCV genotype 1b の NS5a タンパク質領域の一部(ヌクレオチド配列は文献 4 に記されている)を

E.coliに発現させたもの  

Isotype: マウス IgG 2a kappa 

形状: 精製モノクローナル抗体 (IgG) 1.4 mg/ml in PBS, 50% glycerol, 濾過滅菌 

反応特異性: ヒトHCV NS5a タンパク質（genotype 1b、他のタイプではテストしていない） 

保存:４℃で輸送、 -20℃で保存。  

 

データリンク: Swiss-Prot HCV protein 

 

文献: この抗体は文献 4にて作成、使用された。 
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関連製品: #65-061 anti-HCV NS5a antibody  #65-063 anti-HCV NS5a antibody biotinylated 

 

                                                                            次ページへ 

mailto:info@bioacademia.co.jp
http://www.bioacademia.co.jp/
http://www.uniprot.org/uniprot/?query=HCV%20protein&sort=score
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/2523562?ordinalpos=2&itool=EntrezSystem2.PEntrez.Pubmed.Pubmed_ResultsPanel.Pubmed_DefaultReportPanel.Pubmed_RVDocSum
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/sites/entrez?db=pubmed&cmd=DetailsSearch&term=PNAS+USA+87,9524,1990&log$=activity
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/sites/entrez?db=pubmed&cmd=DetailsSearch&term=J.Virology+65,1105,1991&log$=activity
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/sites/entrez?db=pubmed&cmd=DetailsSearch&term=Virology+198,636-644,1994&log$=activity
http://www.bioacademia.co.jp/product_img/450/E65-061%20anti-HCV%20NS5a%20antibody.pdf
http://www.bioacademia.co.jp/en/product_img/358/E65-063%20anti-HCV%20NS5a%20antibody%20biotin%20conjugated.pdf


 

 

バイオアカデミア(株)  Tel. 06-6877-2335  Fax.06-6877-2336  info@bioacademia.co.jp http://www.bioacademia.co.jp/    

 

 

 

 

 

 

 

図 1 HCV NS5aタンパク質のウエスタンブロッテ

ィング 

チンパンジー肝細胞に HCV ゲノム cDNA を含む組

み換えワクチニア ウィルスを感染させ、抗NS5a抗

体でウエスタンブロッティングした。NS5a特異的バ

ンドが多数見られるのは NS5a タンパク質（矢印、

52 kD) の分解産物と思われる(文献４)。 

 

図 2 HCV NS5aタンパク質の免疫蛍光染色によ

る検出  

チンパンジー肝細胞にHCVゲノムcDNA を含む組

み換えワクチニア ウィルスを感染させ、48時間後

に細胞をアセトンで固定し、HCV NS5aタンパク質

をこの抗体を用いた間接免疫蛍光染色で検出した。 
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